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　2月11日建国記念の日、第4回市民綱引き大会が白石中学校体育館で開催さ

れました。今年から新設された一般男女混合の4チームを含め、5種目に28チー

ムの参加があり、熱戦を繰り広げていました。一般男女混合は、体重制限のな

いレクリエーション色の強い分野です。来年はあなたも参加しませんか？



（仮称）自石城歴史探訪ミュージアムも同時開館

り
h
、
　
点
悠
　
　
　
．
ー
ロ
更

◆

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
初
日
の
5
月
3
日
、
市
民

待
望
の
白
石
城
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
白
石
城

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
（
仮
称
）
白
石
城
歴
史
探

訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
同
時
オ
ー
プ
ン
す
る
ほ
か
、
白

石
市
民
あ
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
打

ま
す
。
そ
こ
で
今
月
号
と
来
月
号
で
は
、
白
石
城
な

ど
に
つ
い
て
の
施
設
案
内
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を

詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
制
施
行
4
0
周
年
記
念
事
業
と
し
て

計
画
し
た
白
石
城
復
元
事
業
は
、
天
守

閣
、
大
手
一
ノ
門
、
ニ
ノ
門
及
び
石
垣

土
塀
の
復
元
か
ら
な
り
、
天
守
閣
は
4
0

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
1
0
月
2
3
日

に
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。

　
復
元
し
た
白
石
城
天
守
閣
は
、
文
政

6
年
（
1
8
2
3
）
9
月
に
焼
失
後
再

建
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
江
戸
時
代
後
期

の
も
の
。
柱
な
ど
建
築
材
料
は
も
ち
ろ

ん
、
工
法
も
昔
な
が
ら
の
手
法
を
使
い
、

純
粋
に
「
城
」
そ
の
も
の
と
し
て
復
元
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
一
層
目
の
平
面
が
東
西
1
7
・
5
メ
ー

ト
ル
、
南
北
H
・
7
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

約
1
6
・
7
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。
木

造
建
築
の
高
さ
1
3
メ
ー
ト
ル
以
内
の
制

限
枠
を
越
え
る
全
国
初
の
ケ
ー
ス
で
、

木
造
高
層
建
築
に
先
駆
的
役
割
を
果
た

し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
規

模
は
高
知
城
天
守
閣
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、

20

万
石
の
殿
様
の
天
守
閣
に
匹
敵
す
る

大
き
さ
で
、
木
造
の
復
元
と
し
て
は
東

北
最
大
の
天
守
閣
と
な
り
ま
す
。

事
業
費
は
、
天
守
閣
・
大
手
一
ノ
門

．
ニ
ノ
門
及
び
石
垣
・
土
塀
を
含
め
て

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
石
垣
の
裏
込

め
石
に
願
い
事
や
名
前
を
書
い
た
「
石

垣
づ
く
り
」
や
、
瓦
｝
枚
運
動
に
協
賛

い
た
だ
い
た
方
へ
の
「
瓦
記
名
会
」
、
夏

ま
つ
り
で
の
白
石
城
御
柱
曳
き
、
白
石

城
上
棟
祭
な
ど
で
す
。
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灌
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7
一
P

亀

蝋

璽
緊．

石垣
鴨
畳
雇
詩
㌧
戸
我
》
翼
ん

謬アニ亀

げ
輩
貯
ゆ
掌
．
澄

　
自
然
の
石
を
そ
の
ま
ま
積
む
野
づ
ら

積
み
工
法
で
、
主
に
蔵
王
町
松
川
産
の

安
山
岩
約
3
千
ト
ン
を
、
大
阪
の
石
工

が
積
み
上
げ
た
も
の
で
す
。

建築■事

　　＼．《遜≧・

廻露羅
　　　　購，　　　石

粥
，
齢

　
使
用
し
た
総
木
材
量
は
1
4
0
0
石

で
、
柱
材
は
吉
野
麟
梁
材
は
鳥
取
産

の
赤
松
、
床
材
な
ど
の
内
装
材
に
は
青

森
ヒ
バ
を
使
用
し
、
京
都
の
宮
大
工
を

　
7

は
じ
め
全
国
か
ら
延
べ
9
6
0
0
人
の

匠
の
技
を
駆
使
し
て
造
り
上
げ
た
も
の

で
す
。

　
　
　
　
薩
、
・
鑑
マ

壁　
　
　
　
　
　
た
け
こ
ま
い

古
来
の
施
工
方
法
の
竹
小
舞
を
組
ん

で
、
そ
の
上
に
ス
サ
（
繊
維
）
入
り
の

壁
土
（
地
元
産
）
を
山
形
の
左
官
職
人

が
裏
・
表
に
そ
れ
ぞ
れ
九
回
塗
り
上
げ
、

　
　
し
っ
く
い

最
後
に
漆
喰
仕
上
げ
し
た
も
の
で
、
厚

さ
8
寸
（
約
2
4
㎝
）
あ
り
ま
す
。

美
濃
の
耐
寒
い
ぶ
し
瓦
で
、
約
4
万

3
0
0
0
枚
の
瓦
を
大
阪
か
ら
来
た
瓦

￥

▽
レ
、

濾
畿
謬
影

　
　
ふ

職
人
が
葺
き
上
げ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

　
　
　
　
し
ゃ
ち
ド

天
守
閣
を
飾
る
號
瓦
は
、
滋
賀
県
で
手

作
り
で
制
作
し
た
も
の
で
、
高
さ
4
尺

5
寸
（
約
1
3
5
㎝
）
、
重
さ
1
2
0

キ
ロ
で
、
東
に
雌
、
西
に
雄
が
乗
っ
て

い
ま
す
。



。
箆

＼，　7　し㍉　嶺

　　　　　　　幽　甥・　　　｝『　　軌　　x髪賜
　　　　　監　租　　〆墾硝

▽

驚、
饗

白
石
城
歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

　　鯉

　　　駅

　　　　　｝　　一P　　■　　』　　　　－幅　　，1〆
　　　　ド　　　　聖7　　㌧、　舷

　　㍉
　　　穐ギ』旨く》一
　　　．糞
　　蘇　　　　　　　　ヤ．
　“・魔・亨’ぞ

鑓．謬繍「．、
藍謹：熱、臨紹

「
ず

㌧
召

マ留

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

ヤ

・
憾

ド
詠

　
白
石
城
の
登
り
口
に
あ
る
旧
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
を
改
築
し
て
資
料
館
と
す

る
施
設
で
、
1
階
が
無
料
休
憩
所
、
売

店
が
入
り
、
2
階
は
白
石
城
下
及
び
本

丸
部
分
の
模
型
や
片
倉
1
0
代
宗
景
の
書
、

甲
冑
な
ど
の
展
示
場
と
な
り
、
3
階
は

こ
の
施
設
の
目
玉
で
あ
る
立
体
（
2
D
）

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
画
を
上
映
す
る
シ
ア

タ
ー
と
な
り
ま
す
。
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上
映
映
画
の
題
名
は
、
『
奥
羽
越
列

藩
同
盟
秘
話
「
賊
に
は
あ
ら
ず
」
』
。
明

治
維
新
と
と
も
に
勃
発
し
た
戊
辰
戦
争

時
に
、
今
復
元
し
て
い
る
白
石
城
が
東

北
地
方
に
北
越
地
方
も
加
え
た
3
1
藩
の

奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
中
心
舞
台
と
な
っ

た
こ
と
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
こ
の
同

盟
が
成
立
直
後
か
ら
北
日
本
政
府
と
で

も
い
う
べ
き
体
制
を
作
り
上
げ
よ
う
と

し
た
東
北
の
戦
い
で
あ
っ
た
と
の
ス
ト

ー
リ
ー
で
物
語
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
新

し
い
視
点
の
戊
辰
戦
争
史
と
も
言
え
る

内
容
で
す
。

　
案
内
役
は
西
郷
輝
彦
、
出
演
俳
優
は

鷲
生
功
、
土
屋
里
織
、
高
松
英
郎
、
林

邦
史
朗
ら
で
、
市
民
か
ら
募
集
し
た
エ

キ
ス
ト
ラ
の
方
々
も
撮
影
に
協
力
し
て

作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
は
、
5
月
3
日
の
白
石
城

オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
毎
日
上
映
さ
れ
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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蔵
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酒
造

資
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畢
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ト
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饗
拝
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岡

■
女
子
高

武家屋敷

益岡公園駐車場

　　　　　　　平成7年5月3日
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国
道
4
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白
石
バ
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パ
ス
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　　　我妻成城大学教授
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》

硝火器

　
　
　
　
　
　
　
1
あ
な
た
の
家
庭
は
安
全
で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
神
地
方
を
襲
っ
た
兵
庫
県
南
部
地
震
は
、
わ
た
し
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
の
防
災
対
策
に
数
々
の
教
訓
を
与
え
ま
し
た
。
「
倒
れ
た
家

　
　
　
　
　
　
・
競
具
に
足
を
挟
ま
れ
、
脱
出
で
き
な
か
っ
た
」
「
た
ん
す
の
上

　
　
　
　
　
　
　
恕
か
ら
落
下
し
た
物
で
け
が
を
し
た
」
と
い
っ
た
被
災
者
の
声

　
　
　
　
　
　
　
ら

は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
夜
明
け
て
も
燃
え
続

　
　
　
飛

～
　
　
グ
、
け
る
街
の
惨
状
に
恐
怖
を
覚
え
た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
寄
わ
た
し
た
ち
の
家
や
家
族
の
塞
奪
る
た
め
に
、
日
頃

　
　
　
響

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。
行

　
　
　
　
　
　
　
　
政
、
家
庭
に
お
い
て
、
そ
の
基
本
的
な
対
策
を
ま
と
め
て
み

　
，
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
の
で
、
も
う
一
度
わ
が
家
の
安
全
を
考
え
て
み
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
さ
い
。

、憾昭
　　和
　　53
　　　年
　　　宮
　　　城
　　　県
　　　沖
　　　地
　　　震
　　　の
　　　被
　　　害

（
（
。
ー
ワ

ヘ
（
O

　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
．
寧
U
議

　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
（
黛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
／
　
同

　
今
回
の
大
震
災
で
は
、
緊
急
時
の
初

動
体
制
の
遅
れ
に
多
く
の
問
題
を
残
し

ま
し
た
。
白
石
市
で
は
、
い
ち
早
く
災

害
現
場
の
実
態
を
把
握
し
て
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
り
、
救
援
活
動

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
歳

う
、
七
年
度
に
お
い
て
緊
急
情
報
体
制

を
整
備
い
た
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
第
一
に
市
役
所
、
白

石
消
防
署
、
白
石
市
消
防
団
長
・
分
団

長
宅
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
。

　
第
二
に
、
伝
達
事
項
を
音
声
で
流
せ

る
ぺ
ー
ジ
ン
グ
装
置
を
、
消
防
団
の
各

班
長
に
所
持
し
て
も
ら
い
、
分
団
長
以

上
に
は
携
帯
用
防
災
無
線
を
携
帯
し
て

も
ら
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
「
白
石
市
地
域
防
災

計
画
」
に
つ
い
て
も
、
国
の
法
改
正
等

を
に
ら
み
な
が
ら
、
早
急
に
見
直
し
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

イ

塞

ブ
H
醇
ぎ
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　　　　　　　　　　　隅

戚
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▼
消
火

　
地
震
で
怖
い
の
が
火
事
。
宮
城
県
沖

地
震
で
も
火
事
が
な
か
っ
た
の
は
市
民

が
す
ぐ
に
火
を
止
め
た
こ
と
が
幸
い
し

ま
し
た
。
地
震
の
時
に
は
ま
ず
「
火
を

消
せ
！
」
と
叫
ぶ
こ
と
。
気
持
ち
に
余

裕
が
で
き
ま
す
。
揺
れ
が
小
さ
い
場
合

は
即
座
に
、
大
き
い
な
ら
収
ま
つ
て
か

ら
消
火
し
ま
す
。

　
風
呂
に
水
を
張
っ
て
お
い
た
り
、
消

火
器
を
備
え
つ
け
て
お
く
こ
と
も
大
切

で
す
。

　
古
い
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
芯
の
汚
れ
に

注
意
が
必
要
。
自
動
消
火
装
置
が
作
動

し
に
く
く
な
る
か
ら
で
す
。
時
々
、
空

だ
き
す
れ
ば
汚
れ
は
取
れ
ま
す
。
石
油

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
は
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら

電
源
を
切
る
こ
と
。

▼
ガ
ス

　
液
化
石
油
ガ
ス
（
L
P
G
）
の
場
合

は
、
屋
外
の
ボ
ン
ベ
が
転
倒
し
て
い
な

い
か
確
認
し
ま
す
。
次
い
で
屋
内
に
通

じ
る
ゴ
ム
管
が
外
れ
て
い
な
い
か
を
点

検
し
ま
す
。

　
L
P
G
は
空
気
よ
り
重
い
の
で
、
ガ

ス
の
に
お
い
が
し
た
ら
、
窓
を
開
け
て

ほ
う
き
や
板
で
掃
き
出
す
よ
う
に
し
ま

す
．
、▼

家
屋

　家具の固

定
も
大
切
で
す
。
留
め
具

に
は
L
字
形
の
ネ
ジ
式
と
突
っ
張
り
棒

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
食
器
棚
の
ガ
ラ

ス
が
飛
び
散
ら
な
い
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た

ん
す
の
上
に
物
を
置
い
た
り
、
ス
ピ
ー

カ
ー
を
つ
り
下
げ
る
の
は
危
険
で
す
。

　
乳
幼
児
や
お
年
寄
り
は
倒
れ
る
物
が

な
い
場
所
に
寝
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
Q▽

水
・
非
常
食

　
水
は
一
人
一
日
当
た
り
三
リ
ッ
ト
ル

を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
タ
ン
ク
に
。
非
常

食
は
三
日
分
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
．
、
乾

パ
ン
の
ほ
か
レ
ト
ル
ト
食
品
も
備
え
た

い
も
の
。
電
気
、
ガ
ス
が
止
ま
っ
て
も
、

卓
上
こ
ん
ろ
が
あ
れ
ば
ご
飯
も
炊
け
ま

す
。
常
食
を
し
ま
い
込
ん
で
お
く
よ
り
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
買
い
換
え
、

余
分
の
カ
ッ
プ
め
ん
な
ど
を
置
い
た
方

が
よ
い
よ
う
で
す
。

▼
携
帯
用
品

　
携
帯
ラ
ジ
オ
と
懐
中
電
灯
は
、
玄
関

や
台
所
な
ど
決
ま
っ
た
場
所
に
置
き
ま

し
ょ
う
。
非
常
用
持
ち
出
し
袋
は
二
つ

用
意
し
ま
す
。
】
つ
に
は
薬
品
や
包
帯

な
ど
の
応
急
手
当
て
用
品
、
下
着
、
軍

手
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
げ
ん
の
う
な
ど
を
。

　
も
う
一
つ
に
は
食
料
や
ロ
ー
ブ
な
ど

を
入
れ
ま
す
。
げ
ん
の
う
や
ロ
ー
プ
は

閉
じ
込
め
ら
れ
た
と
き
に
役
に
立
ち
ま

す
。

　
非
常
持
ち
出
し
袋
は
、
男
性
で
1
5
㎏

以
下
、
女
性
で
1
0
㎏
以
下
に
ま
と
め
る

よ
う
に
し
ま
す
。

亨
避
難

　
家
族
内
で
避
難
場
所
を
あ
ら
か
じ
め

確
認
し
て
お
き
ま
す
。
集
合
住
宅
で
は
、

指
定
避
難
場
所
へ
の
「
避
難
図
」
を
管

理
組
合
等
で
作
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。
小
さ
な
子
供
は
お
ぶ
い
ひ
も
で
背

負
っ
て
避
難
し
享
．
こ
の
方
が
両
手
團
一

が
自
由
に
な
る
か
ら
で
す
。

‘

、
醤

馨

田指定避難所

　　白石女子高等学校

白石市

■

大鷹沢小学校

大鷹沢公民館

大鷹沢保育園

白川小学校
白川中学校
白川公民館
白川保育園
福岡小学校
福岡中学校
福岡公民館

北保育園
深谷小学校
深谷公民館
深谷保育園

八宮分校
長峰分校
不忘分校
蔵王分校
三住分校
小原小学校
小原中学校
小原公民館
小原保育園

中央公園
益　岡　公　園
（含野球場）

白石川緑地公園

鎌先公園

＝

テニュ
一

ミ
タ

コ
ン

東
セ

城
イ

白石第一小学校

白石第一幼稚園

白石第一児童館

市民体育館
白石女子高等学校

西　保　育　園

市　　役　　所

勤労青少年ホーム

白石高等学校

白石中学校
南　保　育　園

白石第二幼稚園

働く婦人の家

白石第二小学校

白石市中央公民館

白石工業高等学校

白石市鷹ノ巣地区コ
ミュニティセンター

東　保　育　園

東　中　学　校

越河小学校

越河公民館
南　中　学　校

越河保育園

斎川小学校

斎川公民館

大平小学校

大平公民館
勤労者体育センター

奥州街道ふれあいの館



でたる某　の厳　界る眼いを被　害屋千　絶兵
あとこ知真責し反に。をる守災不。の人五す庫一

安
の
日
々
の
中
、
三
十
万
余
の

者
は
、
互
い
に
助
け
合
い
秩
序

り
整
斉
と
避
難
生
活
を
送
っ
て

。
そ
の
姿
に
全
世
界
は
驚
嘆
の

注
ぎ
、
こ
ぞ
っ
て
賞
賛
し
て
い

日
本
国
民
の
素
晴
ら
し
さ
を
世

知
ら
し
め
た
と
言
え
よ
う
。

面
、
行
政
の
対
応
の
鈍
さ
に
は

い
声
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
そ

は
ト
ッ
プ
が
負
う
べ
き
で
あ
る
。

偽
の
ほ
ど
は
確
か
で
な
い
が
、

事
は
「
被
災
者
は
行
政
に
甘
え

と
な
く
自
ら
飯
を
炊
け
」
と
言
っ

い
う
。
誤
報
で
あ
る
こ
と
を
祈
る
が

る
と
す
れ
ば
、
な
ん
と
い
う
こ
と
を

月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分

県
南
部
地
震
に
よ
る
阪
神
大
震

る
大
惨
事
と
な
っ
た
。

千
百
人
を
越
す
死
者
、
二
万
六

も
の
負
傷
者
、
十
万
戸
余
の
家

倒
損
壊
と
い
う
未
曽
有
の
大
災

真
実

口
っ
て

　
一
月
三
十
一
日
の
朝
日
新
聞

用
し
て
み
た
い
。

■復興への祈り■

四
十
六
分
に
発
生
し
た

阪
神
大
震
災
は
言
語
を

O

く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
仮
に
米
が
あ
つ

て
も
、
水
も
な
け

れ
ば
燃
料
も
な
い

被
災
者
た
ち
に

「
死
ね
」
と
言
っ

た
も
同
じ
で
は
な

い
か
。
行
政
の
原

点
は
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
こ

と
に
あ
る
と
い
う

初
心
を
忘
れ
た
人

間
の
暴
言
で
あ
ろ

う
。　

一
方
、
行
政
の

最
先
端
に
あ
っ
て

働
い
て
い
る
人
た

ち
の
行
動
に
は
頭

の
下
が
る
思
い
が

す
る
。

の
天
声
人
語
を
引

『
神
戸
市
の
五
十
歳
の
消
防
団
員
の
死
が
報
じ
ら

れ
た
い
た
▲
十
七
日
の
地
震
の
直
後
に
出
動
し
、

地
区
の
消
防
や
救
助
活
動
に
あ
た
っ
た
。
米
の
販

売
業
だ
が
、
店
は
全
壊
し
、
自
宅
は
全
焼
し
た
。

不
眠
不
休
で
作
業
を
続
け
、
二
十
五
日
に
初
め
て

避
難
先
の
親
類
の
家
に
行
く
。
横
に
な
っ
た
。
十

二
時
間
後
、
大
き
な
い
び
き
を
か
き
は
じ
め
た
。

息
苦
し
い
様
子
だ
。
声
を
上
げ
た
あ
と
、
急
に
静

か
に
な
っ
た
▲
救
急
車
で
病
院
に
運
ん
だ
が
、
ま

も
な
く
息
を
ひ
き
と
っ
た
と
い
う
。
兵
庫
県
で
は

こ
の
ほ
か
、
地
震
の
復
旧
活
動
に
あ
た
っ
て
い
た

姫
路
署
の
巡
査
部
長
が
、
心
不
全
で
死
亡
し
て
い

　
　
　
　
〆
　
　
蚕
一
無
　
　
　
　
　
　
、
　
　
五

　
　
　
　
一
｝
当
も
麩
　
蟹
、
．

　
　
　
　
甘
護

平
成
七
年
一
月
三
十
一
日
記
す

る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
極
度
に
疲
労
し
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
▲
地
震
で
大
勢
の

人
々
が
亡
く
な
っ
た
の
は
悲
し
い
こ
と
だ
が
、
こ

う
し
て
身
を
挺
し
て
公
共
の
仕
事
に
つ
く
し
た

人
々
の
死
も
、
悲
痛
で
、
無
念
で
あ
る
。
公
共
の

仕
事
と
い
う
も
の
の
厳
し
さ
、
と
く
に
尋
常
で
な

い
状
態
で
の
大
変
さ
を
、
改
め
て
痛
感
す
る
▲
冥

福
を
祈
る
と
同
時
に
、
同
じ
よ
う
な
公
の
任
務
に

つ
い
て
い
る
人
々
の
安
全
を
、
ぜ
ひ
確
保
し
た
い

死
と
隣
り
合
わ
せ
の
場
所
で
黙
々
と
働
く
人
々
で

あ
る
。
…
…
』

　
被
災
地
の
県
市
町
村
職
員
諸
君
は
、
困
難
に
耐

え
使
命
を
果
た
し
て
ほ
し
い
。
あ
な
た
方
の
脊
に

全
て
の
地
域
住
民
の
生
命
が
か
か
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます

かっこいい農業き目指しで

白石農業の未来をほんとうにまじ

めに考える会が2月10日、白石蔵王

パレスホテルで行なわれました。

今回は、「95食生活から見る農業

とその後継者のあり方について」を

テーマに、様々な業種から約80人の

参加者を集め、講談師　宝井琴梅さ

んの講演、異業種間交流会などが催

されました。

琴梅さんは、自分の公演の際の体

験などから「明るく前向きに進めば、

21世紀はみえる。胸をはって新しい

農業を目指してください」と語って

いました。

幾

民話の世界へようこそ

現代の語りべ沼田曜一さんの「ふ

るさと民話の世界」が2月4日、碧

水園で開催されました。

沼田さんは、20年前から自分の足

で全国の民話を探り、自分なりに解

釈して、独自の民話の世界を作り上

げている人で、文化庁芸術祭最優秀

賞、厚生省児童福祉文化賞を受賞し

ています。

観客は、その独特の語り口から発

せられる言葉の迫力に巻き込まれ、

次第に舞台上に広がる民話の世界に

染まっていきました．

まち：かど・ズーム，A，／

大震災や伝統芸能き忘れる后ノ
鷺

　1月29日、大鷹沢小学校では恒例

の竹馬大会があを）、竹馬を使って陣

取りゲーム、パズル、サッカー、リ

レーなどが校庭で行なわれました。

学校全体が8チームに分かれて得

点を競うもので、児童達は器用に竹

馬を操彫）、ゲームを楽しみました。

また、この日阪神大震災の犠牲者

5、000人分の顔写真が体育館に貼り

出され話題になっていました，これ

は、児童達が新聞や雑誌などから切

難
購

蝦騨羅
麟
黙
堪

鑛
鷹
躍

嶽
灘
諾

帆
．
羅
櫨

ぞ
壁

黙
響
．

聾　鐸灘郷
舞痴難～躍聯難

り抜いてきて貼ったもので、そのあ

まりの多さに児童達が自主的に児童

会を中心に募金活動をしたそうです。

一方、2月8ロには6年生が4、

5年生に、地元の伝承をもとにした

芸能「団七踊り」を引き継ぎました。

4年生らは武士と姉妹の三人一組で

薙刀などの道具を手に、間もなく卒

業していく6年生の指導を受けなが

ら、必死に踊りを練習していました。

鬼は外、福は内〃

節分の日の2月3日、武家屋敷旧

小関家でも豆まきが行われました，

数えで42歳の厄年を迎えた「昭和

29・30年自石同年会」の佐藤秀二会

長ら男性3入が、かみしも姿で「鬼

は外、福は内，一 鬼の目玉をぶっつぶ

せ」と威勢よく豆をまき、集まった

子どもらは白分の数だけ豆を拾い、

無病息災を願いました、

同年会は厄払いをするために同学

年の人たちが集まった白石の伝統的

組織で、大正7年からの長い歴史が

あ1）ます、

学生の目から見た福祉

東北福祉大、白石市社会福祉協議

会などが主催して2月5日、With

You・フォーラム「地域・ひと・

暮らし」が行われ、集まった民生委

員やボランティア関係者ら150人は

熱心に学生の意見に耳を傾けました。

一二一饗吟蛮叢懸．灘

累　 ．’騰・努

l　　　」1　一～ 翻

　　　　ゴコ　　　　　でロド　るト　のつ
r＝　ズーち一2　阿曇些…　刺
　　　　　　1琴讐螺

フォーラムでは、昨年7月に実施

した「白石市民の福祉に関する住民

意識調査」の結果報告があひ）、学生

たちは「民生委員や老人クラブ、ボ

ランティアグループなどの情報を一

元化する必要がある」など多くの意

見が出されました。

一生懸命后姿き見でね

市内の特殊学級の児童生徒22人に

よる合同学習発表会が2月7日、中

央公民館大ホールで行なわれました。

これは市内の小、中学校の特殊学

級の担当者会と特殊学級設置校の校

長会が、関係団体の助けを受けて主

催しているもので、毎年恒例になっ

ています。

雁

児童や生徒達は、昼休みなどに練

習した合唱や朗読、演劇、ダンス、

合奏などを一生懸命披露し、観客の

拍手を受けていました。

進行なども一部自分達で手掛けて

おり、手作りの暖かい発表会でした。

大人顔負けの滑し／

繊，細、」磁翫
鐙ぐ・、1ゼ 、

、

試

　糀、滋懸、で一懸～
　　　　　野・玩　｝；　・一　偽

禰曜罐顎懸
今年で24回目を数える南蔵王山麓

分校スキー大会がみやぎ蔵王白石ス

キー場で行なわれました。

　これは、市内の三住、長峰、八宮、

不忘の4分校の児童達全員の83人が

参加するものです。

　総合優勝は、低学年の部・渡辺舞

佳ちゃん（三住）・丸山和君晃くん

（不忘）中学年の部・木村智美ちゃ

ん（不忘）、後藤明くん（不忘）高

学年の部・佐藤聖ちゃん（三住／、

津田正太くん（三住）でした。



歌
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私
た
ち
の
歌
謡
サ
ー
ク
ル
は
、
毎
月

第
一
、
第
三
日
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら

四
時
ま
で
、
小
野
先
生
と
生
徒
三
十
名

で
学
習
し
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
働
く
婦
入

の
家
に
お
い
て
始
ま
っ
た
カ
ラ
オ
ケ

サ
ー
ク
ル
で
、
す
で
に
七
年
近
く
に
な

り
ま
す
。
個
人
指
導
も
あ
り
、
上
手
、

下
手
は
別
と
し
て
大
変
楽
し
く
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
毎
年
十
一

月
の
婦
人
の
家
ま
つ
り
に
は
、
十
名
位

が
出
演
し
、
一
年
間
の
学
習
成
果
を
発

表
し
て
い
ま
す
。

　
講
師
の
小
野
先
生
は
、
婦
人
の
家
の

ほ
か
に
六
か
所
で
も
指
導
さ
れ
て
お
り
、

生
徒
は
九
十
名
ほ
ど
に
も
な
り
ま
す
。

わ
が
サ
ー
ク
ル
の
生
徒
は
、
五
十
代
か

ら
七
十
代
の
人
も
お
り
、
家
庭
で
の
ス

ト
レ
ス
を
発
散
す
る
場
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
室
の
中
だ
け
の
学
習

ば
か
り
で
な
く
、
時
に
は
外
で
の
お
花

見
や
合
同
忘
年
会
、
新
年
会
な
ど
も
し

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
十
一
月
の
婦
人
の

家
ま
つ
り
に
は
、
私
た
ち
の
学
習
成
果

を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
上
手
、
下
手
は
別
と
し
て
、
カ
ラ
オ

ド
、
、

儒
、

　’

或
、
，
一

　
・
！
！

、
謂
『

　
　
ビ
鵡

㍉
求
・

　
．
形

ケ
の
好
き
な
方
、
い
つ
で
も
歓
迎
い
た

し
ま
す
。
お
入
り
に
な
り
た
い
方
は
、

婦
人
の
家
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

却
）

の
人

引
際

ン
国

狛
惹ヲ

「私と考えてみませんか？」

ることができます。

　このエッセイでは、私が海外旅行

経験のある日本人から聞いた苦情を

扱って、どうしてこのようなことに

なるのかという問題を外国人の観点

から説明してみたいと思います。

　来月は、「どこに行っても日本語

だらけで、外国に行った気がしな

かった」がテーマです。

い思い出をたくさん作り満足して帰

国しますが、中には海外で思わぬ目

にあい、がっかりして帰国した方も

いるでしょう。

　私は在日外国人として、日本人の

友人や知り合いから、海外で経験し

たことについて話を聞かされること

があります。良いことについても悪

いことについてもたくさん聞きます

が、どの場合にも率直な話を耳にす

　日本が世界の経済大国として発展

したのに伴って、日本人は世界中で

活躍しており、最近では海外旅行を

する日本人がかなり増えてきました。

世界を自分で発見したくて、東南ア

ジァ、ヨーロッパ、南太平洋、北南

米へ大勢で向かう日本人観光客の要

求に応じて、日本の国際旅行業界は

かつてない繁栄をしています。

　多くの日本人観光客は、海外でよ

画

り仕事について

　どんな悪天候の日でも笑顔を絶やさないこ

とを心がけています。美男美女が皆様のご来

店をお待ちしていますのでお気軽においでく

ださい。

り今夢中になっていること

　春はお花見、夏は海、秋はいも煮会、冬は

スキーと仕事が休みの日は朝から晩まで遊び

にenjoyしてます。

サ夢や目標

　スノボをやってみたいんですけど〃なかな

かそれを実行できなくて残念です。

　でも、いつか絶対にやってやろうと思いま
す。

’＝（

丸山㈱自石城SS

会田友紀さん

（18歳・蔵王町）

り白石市に望むところや白石の良いところ

　古着屋やお好み焼き屋、そして、タワーレ

コードといった若者御用達しの店がもっと欲

しいです。

サ理想のタイプ

　優しくて時にはクールで、ちょっぴりおち

ゃめなんだけど、結構チャレンジャーな人。

り最後に一言

　スタンドでは私を含め、メンバー全員が皆

様をお待ちしております。とてもきれいなス

タンドですので、ぜひぜひご来店ください。

◎⑪◎oooo◎●

書道歴80年

後藤　惣平さん
　　（福　岡）

“
き
き
生
涯
学
習

欝駒

灘

　明治32年に越河で生まれ現在95歳。

　書道は、高等科で1年だけ書き方を習っただ

けです。昔は、徳川家康の遺訓も書いたことが

ありましたが、ここ数年前までは人に頼まれて

書いたことが多かったと思います。

　最近では、手がふるえるようになり筆をとる

ことはほとんどありませんが、毎年の公民館ま

つり等に出展するのが楽しみの一つです。
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．
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．
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市
民
文
芸

　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

雪
掃
き
て
採
り
し
青
菜
は
七
草
の
粥
の
白
き
に
透
り

て
清
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

老
い
夫
と
雪
の
一
日
を
商
ひ
て
今
宵
柚
子
湯
に
安
ら

ぎ
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

放
射
線
検
査
に
出
で
ゆ
く
老
い
夫
を
祈
る
思
ひ
に
門

送
る
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

正
月
に
書
初
め
を
す
る
老
い
夫
の
書
く
傍
ら
に
座
し

て
墨
磨
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
静
枝

初
日
差
し
さ
ざ
波
光
る
馬
牛
沼
に
白
鳥
あ
ま
た
群
れ

遊
び
居
り
　
　
　
　
　
　
山
田
　
濱

温
か
き
友
の
賀
状
の
添
書
き
に
励
ま
し
呉
る
る
声
聞

く
思
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

庭
園
の
松
に
積
り
し
新
雪
は
風
に
飛
ば
さ
れ
緑
い
や

ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

形
見
な
る
夫
の
紅
梅
今
年
ま
た
ほ
こ
ろ
び
初
め
て
六

年
過
ぐ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

ひ
た
す
ら
に
仏
具
磨
く
に
梅
の
咲
く
頃
に
逝
き
た
る

母
を
想
え
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
宮
　
き
み

よ
う
や
く
に
離
乳
食
を
ば
口
に
す
る
孫
の
前
歯
の
白

く
こ
ぼ
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

「
評
」
一
首
目
、
詠
み
古
さ
れ
た
歌
材
で
あ
る
が
、

表
現
内
容
が
新
鮮
で
心
地
良
い
。
二
首
目
、
老
夫
婦

の
生
活
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
一
首
に
詠
ま
れ
感
動
的

で
あ
る
。
三
首
目
、
こ
の
作
品
も
老
夫
婦
の
愛
情
が

内
在
し
た
歌
で
奥
深
い
。
四
首
目
も
同
様
に
心
に
し

み
る
歌
で
良
い
作
品
で
あ
る
。

囲
園
。

　
　
　
　
　
　
遠
藤
秋
尾
選

鳶
舞
へ
る
空
も
家
並
み
も
初
明
り
　
　
若
桑
げ
ん
じ

我
が
町
の
城
を
仰
ぎ
つ
初
詣
　
　
　
　
鈴
木
　
民
子

ま
た
一
入
家
族
増
え
し
と
い
ふ
賀
状
　
岩
沢
　
伍
峯

辛
寿
尚
俳
句
冥
加
の
初
句
会
　
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

持
ち
よ
り
し
煮
物
ほ
め
合
う
新
年
会
　
川
村
　
静
恵

東
雲
の
オ
レ
ン
ヂ
色
の
初
御
空
　
　
　
高
子
　
　
橘

七
五
三
祝
ふ
神
社
の
に
ぎ
わ
い
ぬ
　
　
佐
藤
　
善
夫

白
鳥
の
群
労
は
り
て
馬
牛
沼
　
　
　
　
八
島
　
三
郎

「
評
」
一
句
目
、
初
明
り
に
高
く
舞
う
鳶
、
城
下
の

家
並
み
も
静
か
な
元
旦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
二
句

目
、
白
石
城
が
復
元
さ
れ
た
我
が
町
の
誇
り
と
し
て

仰
ぎ
つ
つ
の
初
詣
で
あ
る
。
三
句
目
、
手
書
の
賀
状

に
は
ま
た
一
人
家
族
が
増
え
し
と
あ
る
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
句
。

　
　
　
　
　
　
鈴
木
誤
差
選

下
手
で
す
が
な
ど
と
マ
イ
ク
を
離
さ
な
い
宍
戸
広

　
　
　
　
は
る

六
＋
路
に
は
六
十
路
の
青
春
が
あ
る
と
言
う
一
條
芳
子

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
笑
わ
せ
な
が
ら
笑
わ
な
い
近
江
孫
太
郎

飼
猫
も
家
庭
派
閥
に
巻
き
込
ま
れ
　
　
斎
藤
　
平
吉

年
金
が
寄
り
合
っ
て
飲
む
け
ち
な
酒
　
佐
藤
　
武
雄

雑
談
の
中
に
拾
っ
た
処
生
術
　
　
　
　
米
沢
　
礼
子

大
臣
の
耳
打
ち
ボ
リ
ュ
ー
ム
あ
げ
て
み
る
　
片
岡
　
鶴
子

母
さ
ん
の
不
満
が
猫
に
八
ツ
当
り
草
野
清

三
が
日
そ
と
孫
と
い
る
日
本
晴
れ
　
　
芝
　
玄
太
郎

ピ
ア
ノ
弾
く
姪
に
負
け
ま
い
琴
の
糸
　
小
野
嘉
津
子

「
評
」
一
句
目
、
一
旦
マ
イ
ク
を
握
っ
た
ら
、
大
地

震
で
も
起
き
な
い
う
ち
歌
う
の
を
止
め
な
い
人
が
い

る
。
二
句
目
、
百
歳
の
方
が
珍
し
く
な
く
な
っ
た
今

六
十
歳
は
ま
だ
ま
だ
。
三
句
目
、
お
か
し
い
こ
と
を

笑
い
も
せ
ず
言
う
の
が
と
て
も
面
白
い
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
∀

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
八

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
秘
書
広
報
課

広
報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
酊
一
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
旬
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
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白石市役所
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問い合わせ先

内線
㊨
㊥

宮
城
県
議
会
議
員
選
挙
の

　
　
　
　
　
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

一票の心がつくる地方自治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す

　
　
▼
み
ん
な
で
投
票
し
よ
う
▲

○
宮
城
県
議
会
議
員
選
挙

告
示
日

投
票
日

　統一地

方
選
挙
の
第
一
弾
と
し
て
、

宮
城
県
議
会
議
員
選
挙
が
、
三
月
三
十

一
日
に
告
示
さ
れ
、
四
月
九
日
が
投
票

日
と
な
り
ま
す
。

　
投
票
日
当
日
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で

投
票
で
き
な
い
方
は
、
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
を
で
き
る
期
間
等
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

期
間
　
三
月
三
十
一
日
か
ら
四
月
八
日

時
間

場
所

＿市時午ま
市選ま前で
役挙で八
所管　時
三理　三
階委　O
）員　分
　会　か
　事　ら
　務　午
　局　後
　脇　五

平
成
七
年
三
月
一
一
干
一
日

平
成
七
年
四
月
九
日

○
自
石
市
議
会
議
員
選
挙

告
示
日

投
票
日

平
成
七
年
四
月
十
六
日

平
成
七
年
四
月
二
十
三
日

持
参
す
る
も
の

　
　
印
鑑
、
入
場
券
（
四
名
連
記
で
す

　
か
ら
切
り
放
し
て
く
だ
さ
い
）

そ
の
他

　
　
市
内
か
ら
県
内
の
市
町
村
へ
転
出

し
て
4
か
月
を
経
過
し
て
い
な
い
方

　
が
投
票
さ
れ
る
と
き
は
、
「
引
き
続

　
き
県
内
の
市
町
村
に
居
住
し
て
い
る

　
証
明
書
」
が
必
要
で
す
か
ら
、
居
住

　
し
て
い
る
市
町
村
長
か
ら
交
付
を
受

　け

て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
㊥
三
四
〇
、
三
三
七
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

白
石
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
立
候
補
予
定
者
等
関
係
者
説
明
会

　
「
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及

び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
平
成
七
年
四
月

二
十
九
日
に
任
期
満
了
と
な
る
白
石
市

議
会
議
員
の
一
般
選
挙
を
、
平
成
七
年

四
月
二
十
三
日
に
執
行
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
立
候
補
予
定
者
等
関

係
者
に
対
す
る
説
明
会
を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
。

日
時
平
成
七
年
三
月
十
四
日
（
火
）

場
所
白
石
市
民
会
館
第
一
集
会
室

　（
ズ

　㌃＝

▲

り

国
保
の
手
続
き
は

　
　
　
　
　
　
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

圓

☆
届
出
が
遅
れ
る
と
：

国
民
年
金

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で

　
平
成
六
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と
納

税
の
期
限
は
三
月
十
五
日
（
水
）
で
す
。

　
所
得
税
の
納
税
方
法
に
は
便
利
な
振

替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
銀
行
な
ど
の
預
貯
金

口
座
か
ら
電
気
料
金
や
水
道
料
金
の
よ

う
に
振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
も
の
で

す
。　

期
限
を
守
っ
て
「
正
し
い
申
告
、
確

か
な
納
税
」
を
お
忘
れ
な
く
。

　
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
タ
ッ
ク
ス
ア

ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番
号
は
〔
二
〇
二
〇
〕
、

振
替
納
税
に
つ
い
て
の
コ
ー
ド
番
号
は

［
九
二
〇
二
で
す
。

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
三
月
三
十
一
日
ま
で

　
個
人
業
者
の
方
の
消
費
税
の
確
定
申

告
と
納
税
は
三
月
三
十
一
日
（
金
）
ま

で
で
す
の
で
正
し
く
お
早
め
に
申
告
納

税
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
等
に
つ
い
て
お
分
か

り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

最
寄
り
の
税
務
署
ま
た
は
税
務
相
談
室

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　消費

税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
の

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番
号
は

〔
七
八
乙
、
振
替
納
税
に
つ
い
て
の

コ
ー
ド
番
号
は
〔
九
二
〇
一
〕
で
す
。

公
売
に
参
加
し
た
い
と
き
は

　
み
な
さ
ん
は
、
「
公
売
」
と
い
う
制

度
を
ご
存
知
で
す
か
。

　
公
売
と
は
延
滞
に
な
っ
た
税
金
に
あ

て
る
た
め
に
差
押
え
財
産
を
入
札
に
よ

り
売
却
し
換
金
す
る
こ
と
で
す
。

　
公
売
に
は
誰
で
も
参
加
で
き
、
入
札

の
基
準
と
な
る
価
格
も
通
常
は
時
価
よ

に
せ
税
理
士
に
こ
注
意

　
税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を
依
頼
す

る
際
に
は
、
正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か

ど
う
か
を
よ
く
確
か
め
「
に
せ
税
理
士
」

に
は
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

り
一
～
三
割
安
く
お
買
得
で
す
。

　
な
お
、
手
続
き
等
で
お
解
り
に
な
ら

な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の

税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番
号

は
〔
九
二
〇
七
〕
で
す
。

　
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番
号

は
〔
九
二
〇
四
〕
で
す
。

　
例
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、

就
職
や
退
職
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
か

ら
社
会
保
険
（
健
康
保
険
、
船
員
保
険
、

共
済
組
合
等
保
険
）
へ
の
加
入
、
ま
た

は
社
会
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
へ
の

加
入
と
い
う
よ
う
な
異
動
が
多
い
時
期

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
異
動
が
生
じ
た

時
に
は
、
十
四
日
以
内
に
市
区
町
村
の

窓
口
に
行
っ
て
国
民
健
康
保
険
の
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
へ
の
届

出
を
遅
れ
て
か
ら
出
し
た
場
合
、
次
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
こ

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
が
さ
か
の
ぼ
っ
て

課
税
さ
れ
る
。
〔
税
法
に
よ
り
過
去
三

年
間
さ
か
の
ぼ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。
）

◎
保
険
証
が
な
い
た
め
に
医
療
費
を
全

額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
病
院
の
窓
口
で
医
療
費
の
全
額
を
支

払
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
）

◎
勤
め
先
の
社
会
保
険
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
「
ぬ

け
る
」
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
国
民
健

康
保
険
証
を
使
用
し
て
、
後
日
医
療
費

の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
。
（
国
保
で
病

院
に
か
か
っ
た
場
合
、
市
で
支
払
っ
た

医
療
費
を
返
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
）

お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
課
（
内
線
一
四

九
）
、
保
健
課
（
内
線
六
〇
五
）
へ

N
T
T
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
「
電
話
の
移
転
は
お
早
め
に
描
番
へ
」

　
毎
年
三
月
か
ら
四
月
頃
に
か
け
て
は
、

転
勤
等
に
伴
う
引
越
し
に
よ
り
電
話
の

移
転
申
し
込
み
が
集
中
し
、
ご
希
望
の

日
に
電
話
工
事
が
で
き
な
い
な
ど
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
転
居
先
の
住
所
、
お
引
越

し
の
日
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
お
早
め

に
局
番
な
し
の
「
1
1
6
」
番
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
1
1
6
」
番
で
の
電
話
受
付
時
間
は
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
月
～

金
）
、
土
・
日
・
祝
日
は
休
業
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
電
話
料
金
の
支
払
い
に
つ
い

て
は
、
請
求
書
を
ご
持
参
の
う
え
、
支

払
い
可
能
な
看
板
等
を
出
し
て
い
る
お

近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

お
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

O
国
民
年
金
の
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま

す
。　

平
成
七
年
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
の

保
険
料
が
改
定
さ
れ
、
一
か
月
一
一
，

七
〇
〇
円
と
な
り
ま
す
，

　
ま
た
、
一
年
間
分
を
四
月
中
に
前
納

す
る
場
合
は
一
三
七
，
〇
一
〇
円
で
す
。

　自

営
業
な
ど
の
人
（
第
一
号
被
保
険

者
）
は
、
付
加
保
険
料
（
一
か
月
四
〇

〇
円
）
を
更
に
納
め
て
、
大
き
な
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
は
、
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
三
＋
歳
國
■

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
」
す
べ
て
に

納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
．

　
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
四
十

年
問
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
満
額
の
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

納
め
な
い
期
間
が
あ
る
と
、
将
来
の
年

金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
納
め
な
い
期
間
が
長
く
な
る

と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
事
故
な
ど
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
、
、

　
手
続
き
や
届
け
出
な
ど
、
詳
し
く
は

市
役
所
の
国
民
年
金
係
㊦
二
二
六
、
一

三
七
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



曝＼

　
　
　
□
□

⑪
。

唱
□＼　□日

齋
藤
産
婦
人
科
医
院

　
　
　
院
長
　
齋
藤
　
昌
治

驚
ぐマ

膝

住
民
票
に
お
け
る
世
帯
主
と
の
続
柄
の

　
　
　
　
　
　
　
記
載
方
法
変
更
の
お
知
ら
せ

子
宮
ガ
ン
検
診

毎
年
、
子
宮
ガ
ン
検
診
を
受
け
て
い

ま
す
か
？
「
受
け
て
い
る
」
と
い
う
人

は
ま
ず
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

た
と
え
ガ
ン
が
発
生
し
た
と
し
て
も
ほ

と
ん
ど
早
期
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

治
療
も
比
較
的
簡
単
で
す
。
「
数
年
受

け
て
い
な
い
」
あ
る
い
は
「
今
ま
で
一

回
も
受
け
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
人

は
要
注
意
で
す
。
「
症
状
が
出
た
ら
受

け
る
」
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
不
正
性
器
出
血
が
あ
っ
て
、

慌
て
て
子
宮
ガ
ン
検
診
を
受
け
、
万
が

一
そ
れ
が
ガ
ン
発
生
の
た
め
で
あ
れ
ば

か
な
り
進
行
し
た
子
宮
ガ
ン
だ
と
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
治
療
は
大

変
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
今
だ
に
か

な
り
進
行
し
た
子
宮
ガ
ン
が
年
に
一
、

二
例
見
つ
か
り
ま
す
。

　
「
子
宮
ガ
ン
検
診
は
恥
ず
か
し
い
か

ら
受
け
た
く
な
い
」
な
ど
と
言
わ
ず
に
、

安
心
を
得
る
た
め
に
年
に
一
回
は
必
ず

子
宮
ガ
ン
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
6

　
住
民
基
本
台
帳
事
務
処
理
要
領
等
の

一
部
改
正
に
よ
り
平
成
七
年
三
月
一
日

か
ら
住
民
票
の
世
帯
主
と
子
供
の
関
係

を
示
す
続
柄
の
表
記
を
次
の
よ
う
に
、

「
子
」
に
改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
は
近
年
に
お
け
る
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
意
識
の
高
揚
等
社
会
情
勢
の

変
化
に
即
し
、
世
帯
主
の
嫡
出
子
、
特

別
養
子
お
よ
び
世
帯
主
で
あ
る
父
に
認

知
さ
れ
て
い
る
嫡
出
で
な
い
子
に
つ
い

て
、
住
民
票
に
お
け
る
世
帯
主
と
の
続

柄
の
記
載
の
区
別
を
せ
ず
に
、
一
律
に

「
子
」
と
記
載
し
、
市
民
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ

ま
す
。

　
改
正
前
と
改
正
後
の
住
民
票
の
世
帯

主
と
の
続
柄
の
表
示
例
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※
詳
し
く
は
㊨

雌子
子

子

子

　改　正　前
長男、二女等
長男、二女等
養子

子

三
一

同左妻（未届）の子

、
一
三
二

妻の子妻の長男、二女等

夫の子夫の長男、二女等

へ
。

同左縁故者

　　　区　　　　分
嫡出子

特別養子
養子

嫡出でない子（世帯主である

父に認知されている場合
嫡出でない子（世帯主である
父に認知されていない場合）

妻の連れ子（世帯主が夫であ
る場合

夫の連れ子（世帯主が妻であ
る場合

事実上の養子

【
住
民
票
の
続
柄
記
載
例
】

国際交流基金助成事業募集〃

内の事業所に勤務する個人、および

市内に住所を有する公共的団体また

は民間団体

○助成金額

　交通費（実費）、宿泊費など対象

経費の2分の1以内とし、個人にあ

っては20万円、団体にあっては200

万円を限度とします。

O申し込み・問い合わせ先

　白石市秘書広報課盈25－2111（内

線）311へ。

　平成7年度第2期（7月～9月ま

で実施）の国際交流事業を募集しま

す。外国との交流を積極的に進めた

いと思っている方は、お気軽にお申

し込みください。

○募集期間　3月1日～4月30日

○助成対象事業

　個人または団体が公共目的をもっ

て実施する国際交流事業

O申請者の資格

　市内に住所を有する個人または市

昔●北保育園30周年いま

　オレンジ色の小さな屋根から大きな夢を抱いて巣立った子供

たち。その数は600。

　一日過ごしたあのお部屋、鬼ごっこをしたひろ一いお庭、大

きな、大きな桜の木、みんな、みんなありがとう。

　北保育園が生まれ変わります。これまでの園舎に感謝をこめ

てイベントを開催します。

3月11日】　　　　　　　　　　　【3月12日】

9二30　開会　　　　　　　　　　　　　9100　展示の部

0：00　発表の部　　　　　　　　　　　12：00　あそぼうコーナー

0：30　展示、バザーの部

　　　あそぼうコーナ｝

　　　「皆さんのおこしをお待ちしております」

盆£

瑚

ロ（今月のメニュー）躍

いわしの

マスタード風昧

雨，ノ

白石市食生活改善推進員

佐藤雪枝さん
　　（臼石地区）

［
材
料
4
人
分
］

小
い
わ
し
4
尾
、
万
能
ね
ぎ
4
0
9
、

マ
ス
タ
ー
ド
6
0
9
、
生
ク
リ
ー
ム
6
0

9
、
チ
ー
ズ
6
0
9
、
パ
セ
リ
大
さ
じ

ー
、
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
ー
、
塩
少
々
、

こ
し
ょ
う
少
々

［
作
り
方
］

①
い
わ
し
は
頭
を
切
り
落
と
し
、
腹

側
に
包
丁
を
入
れ
て
内
蔵
を
こ
そ
げ

取
る
。
そ
の
後
、
塩
水
で
洗
っ
て
水

気
を
て
い
ね
い
に
ふ
き
取
る
。

②
オ
ー
ブ
ン
は
2
5
0
℃
に
熱
し
て

お
く
。

0
グ
ラ
タ
ン
皿
に
サ
ラ
ダ
油
を
塗
り

万
能
ね
ぎ
の
み
じ
ん
切
り
を
散
ら
し

そ
の
上
に
い
わ
し
を
並
べ
入
れ
て
上

面
に
塩
、
こ
し
ょ
う
を
ふ
り
、
さ
ら

に
マ
ス
タ
ー
ド
を
ぬ
り
つ
け
る
。
最

後
に
生
ク
リ
ー
ム
を
全
体
に
回
し
か

け
る
。

④
③
を
熱
し
て
お
い
た
オ
ー
ブ
ン
に

入
れ
、
い
わ
し
に
火
が
通
り
、
表
面
に

焼
き
色
が
つ
く
ま
で
1
2
～
13
分
ほ
ど

焼
き
、
一
度
取
り
出
し
て
と
ろ
け
る

チ
ー
ズ
と
パ
セ
リ
を
ふ
り
か
け
、
さ

ら
に
1
分
ほ
ど
焼
く
。

　
　
　
　
⑭
ア
《

成人病予防効果の

　　高い野菜は1日
　　　　3009を目安に

　特に色の濃い野菜を100g以上食

　べると健康効果がアップします。

　〈野菜の上手な取り方のポイント〉

　①朝食は必ずとる（朝食をぬくと

　1日300gの確保は因難になる）

　②料理に工夫を（毎日サラダにな

　らないように、煮たり妙めたり、

　和えたりする）

　③できるだけ多くの種類の野菜を

　食べる（それぞれ栄養価の個性が

　あるので）

　④献立に困ったときはなべ料理が

　最適

」

園團囮回

L

、
．
．
’

－
f

㌧
　
　
　
％

’1）

’

（
）

こんな時クーリング
オフがでぎるでしょうか

Q
．
訪
門
業
者
が
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤

　
を
ま
い
た
。

　
三
日
前
「
無
料
点
検
で
す
。
床
下

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
作
業
服

の
男
性
二
人
が
尋
ね
て
き
て
、
一
人

が
床
下
に
も
ぐ
り
「
湿
気
が
多
く
こ

の
ま
ま
だ
と
床
下
の
木
も
腐
る
し
、

シ
ロ
ア
リ
も
わ
き
ま
す
。
今
の
う
ち

に
防
除
材
を
ま
い
て
お
く
と
安
心
で

す
。
」
と
熱
心
に
勧
め
る
の
で
、
被

害
に
あ
っ
た
ら
大
変
と
返
事
を
し
ま

し
た
。
業
者
は
す
ぐ
に
防
除
剤
を
柱

や
床
下
に
注
入
し
た
り
、
ま
い
た
り

し
ま
し
た
。
十
八
万
円
の
う
ち
頭
金

を
三
万
円
支
払
い
、
残
金
を
後
日
振

む
約
束
を
し
ま
し
た
。
夜
、
夫
に
話

を
す
る
と
、
建
築
時
に
予
防
工
事
を

し
て
い
る
の
で
必
要
は
な
い
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
契
約
書
に
は
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
の
こ
と
は
書
い
て
あ
り
ま
し
た

が
、
防
除
剤
を
ま
い
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
時
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
．
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
で
ぎ
ま
す
。

　
自
宅
契
約
で
訪
販
法
の
指
定
商
品
、

契
約
書
を
受
け
取
っ
て
四
日
目
、
契

約
書
に
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
契
約
日
に
サ
ー
ビ
ス

は
受
け
て
い
ま
す
が
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
期
間
内
で
あ
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
て
も
、
理
由
を
問
わ
ず
解

約
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

調査月01平成7年2月1日

対前年同月比高値安値安　値

　　　68

　　398

1，600

6，000

　　130

　　550

　　594

　　780

　　　112

　　　77

4．560

　　148

　698
2，100

7，000

　　190

　　650

　　792

　　870

　　120

　　　82

5，511

女揃年朋比

　　一　　6

　　－103

　　＋　114

　　－263

　　－　59

　　＋　40

　　－　110

　　－　48

　　－　　4

　　－　　1

　　－　51

平均価格

　　　98

　　　575

1，780

6，420

　　　145

　　　570

　　　719

　　　810

　　　116

　　　　79

5，036

　規　　　　格

幅25cm、長さ8m
紬1化繊川1“rリー紙箱人
r農着rl小，号閣IL5k巨

小学生調髪

コールドショート

長羊由ワイシャツ

外食並1皿
182店頭価額

18を配達料込価額

12現金
12現金
10nf

品　　目
アルミホイル

洗濯用合成洗剤

理　髪　料
パーマネント料

クリーニング

カレーライス

灯　　 油

レギュラーガソリン

軽　　 油

プロパンガス

安　値

　　　ll8

　　　148

　　　58

　　　188

　　　178

　　　275

　　　100

　　　178

　　　298

　　　　59

　　　148

高　値

　　150

　　228

　　　82

　　245

　　300

　　380

　　200

　　218

　　415

　　　158

　　255

対前年同月比

　　一　15

　　－　　7

　　－　　1

　　－　31

　　＋　14

　　－　19

　　－　28

　　　　　0

　　－　　6

　　＋　　4

　　－　　8

平均価格

　　　132

　　　182

　　　71

　　　207

　　　259

　　　332

　　　171

　　　190

　　　354

　　　116

　　　194

品　　　目

食　パ　ン

小　麦　粉
即席中華めん

砂　　　糖
し　ょ　う　ゆ

サラ　ダ油
マーガリ　ン

牛　　　乳
バ　　　　ター

　　　規　　　　格

ン　並食1袋6～8枚切

粉薄力粉1kg

ん袋入り100g

隠上白糖1kg
ゆ　　上級農口1をポリ容器入り

1由　ポリ容器入り700g

ンカルトン入りソフト225g

￥L紙容器入り1，000cc

一　カルトン入り225g

｛一　400枚（200組1紙箱入り

プ幅30cm、長さ20m
　
プ

ペ
ユ
　
　
■

　
ラ

一
ア
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平成7年度定期講座のこ案内

敏謙
勤労青少年ホーム（盈25－3720）

　　　　　平成7年度受講生募集

ア　ル　タ

ALTA白石

アルファ（アル）、ta　lk　（タ）

の頭文字から「アルタ白石」と

名付けられました。

たくさんの人とふれあい、職場

以外での楽しい人問関係を築い

てほしいという願いが込められ

ております。

O申込み方法

電話および直接来館のうえ、利用

者会費1000円といっしょにお申込

みください・

○受付時間　午後1時～9時まで

O受付期間　3月！5口ldoから

　　　　4月15印土ぼで
○資　格

おおむね30歳までの市内居住また

は市内に勤務の方ならどなたでも

受講できます，

〔平成7年度勤労青少年の標語〕

「今この時間を輝いて！
　　　　　　君の意欲と行動力」

1．定期講座（平成7年4月～平成8年2月）

講座名
1．日本舞踊

2，洋　裁

3．茶　道

4，民　謡

5，ペン習字

6．手編み

7，着物着付

8．池　坊

9，ワープロ

10，料　理

11，書　道

12．小原流

曜　日

毎週月曜日

毎週月曜日

毎週火曜日

毎週火曜日

第1、3火

第2、4火

第2、3、4水

毎週木曜日

第3木曜日

第4木曜日

毎週金曜日

毎週金曜日

時間～21時

18：30

19：00

18：30

19：00

18：30

18：30

18：30

18：00

！9：00

18：30

！9：00

19：00

月額教材費

料無

材料実質

菓子代月400円

教本年1000円

料無

材料実費

料無

花代1回800円

料無

材料費月800円

教本月600円

花代1回800円

定員

15

15

15

15

15

15

15

20

！0

15

15

20

準備物
浴衣、扇子

裁縫道具

ふくさ、懐紙等

筆記用具

垂句金十、率奉金十

着物

花ばさみ

筆記用具

エプロン

書道道具

花ばさみ

○開館時間　午後1時～9時まで

○休館日　日曜、祝日

　　　12月28口～1月4日
○場所
白百市字延命寺北21－1

　　　　　宜25－3720

3．短期講座

講座名
1．ゴルフ教室

スキー教室

月

9月

1月

回数

6回

1回

定員

10

20

間土
寸

19日寺～21日寺

8時半～17時

場　所

ゴルフ練習場

白石スキー場

受講料

6000円

2000円

3．サークル活動

サ　　ク　ル

1．ノfドミントン

2，卓球サークル

3，エ．アロビクス

曜　日

第2、4木曜日

毎週木曜日

毎週金曜日

間土
寸

19日寺～21日寺

19日寺～21日寺

19時～21時

場　 所

ホーム軽運動場

勤労者体育センター

ホーム軽運動場

会　費

シャトル代

ボール代

月1000円

匠平成7年度白石市働く婦人の家定期講座受講生募集
白石市働く婦人の家

　　佃25－5095

◇申し込み期間

　3月10日～3月31日（定員になり

次第締め切ります。）

◇受付ご来館、または電話（25－5095）

でお申し込みください。

◆いきい皆手作り講座

◇経　費　受講料は無料ですが、教

材費等は各自負担になります。

◇託　児　満3歳以上の幼児を対象

にしています。（昼間のみ）

◇利用できる方

市内に居住、または市内の職場で

働いている市外の女性、主婦、男性。

◇開講日

4月15日（土）　午後1時～3時

①開講式②カリキュラムの説明

③講演会

種別

パッチワーク

陶工芸

草木染

期間

4～12月

4～！2月

4～ll月

曜日・時間

2曹4（幻10：00

　～12：00

1（木）10100

　～12＝00

1・3（金）10；00

　～12：00

員｛
疋

20名

20名

20名

内 容

基礎と小物製作

やきものの基礎
茶わん等の小品から

ハンカチやTシャッ等を
草木で染める

講　 師

高野恵子先生

鈴木和江先生

小関あつ子先生

◆健康講座　　心と体の健康のために！

★展示会のお知らせ

生協白石点と仙南信用金庫東支店

で作品展示会を行ないます。（3／9～

3／24）ぜひお越しください。

種別

太極拳

期　間

4～12月

曜日・時間

1・3（オq10：00

　～12＝00

員｛
疋

15名

内 容

基本から各自の体力に応
じて指導

講　 師

石田さと子
先生

◆実用と趣昧講座　　忙しいあなただからこそ

種別
おふくろの

味料理

期　間

4～12月

曜日・時間

3（シ人（）10：00

　～12：00

員｛
疋

18名

内 容

料理の基礎など

講　 師

畠　つね先生

◆ふるさと山；を観る講座

　　　講師　渡辺　信有先生

　　　　　　〈定員25名〉

回

1

内容・場所

水芭蕉の群生地を訪ね
る

〔市内三住　野営場〕

　湿原植物の観察（ニッコ
　ウキスゲの群落を観る）〔福

　島県（裏磐梯）・雄国沼〕
2

3

11火1！0100

　～12：00

4

茅葺きの民家集落を見学
（重要伝統的建造物群保存地区）

〔福島会津地方大内宿・御楽園〕

ヘルシー
料理

4～12月

4e火）10：00

　～12＝00

18名 健康的な料理

晩秋の鳴子渓谷を歩く
〔玉造郡鳴子町

　～鳴子渓谷〕

土
寸日

4／20㈱

8二30～

　15：00

お菓子

園芸百科

フラワーア

レンジメント

英会話

用
筆
字

実
毛
細

ワープロ

パソコン

着付け

お　茶

メイク

和　裁

4～12月

4～11月

4～11月

4～8月

4～12月

4～12月

4～12月

4～12月

4～12月

21水｝lO：00

　～12：00

3内10：00
　12100

2（火〕18＝30

41オ⇒～19：30

2・4（オQ18：30

～20：30

2・4じ4〈）18：30

　～20：30

2・4じ」くll8130

　～20：30

5－8月41金）

9－12月2・4ヒ斜

7・8月2囲

5・6月2囲
10：00～12100

2・41オG10：00

　～12：00

20名

20名

20名

10名

20名

10名

10名

15名

15名

いろいろなお菓子づくり

家庭菜園・花作り

　　　の基礎
季節の花を使って

　アレンジメント

初級英会話

漢字等の基礎から日常必
要な実用書まで

ワープロ初級

パソコン初級

着付け

お抹茶・お煎茶のいただ
き方

メイク

和裁の基礎

　単の着物から

7／11㈹

8＝30～

　16：00

半沢誠子先生

引地瑠美子先生

白石農業改良普
及所

鈴木和江先生

ジョン・オーガ
スト・デイ先生

永井忠雄先生

ア　グネ　ス

ア　グネス

佐藤ユリ子先生

斎藤宗庸先生
平田操園先生

真柄　朋子先生

山崎とし子先生

8／8㈹

8＝30～

　16；30

！0／24（火｝

8＝30～

　16二〇〇

O参加費用　1，200～2，000円位

　　　　〔バス代、保険代等）

※昨年、ふるさとの山を観る講座（健

脚コース・ノ～イキングコース）を受

講された方はご遠慮ください。

《特別講座のこ案内》

特別講座「ふるさとの山を観る講

座」を下記の予定で『広報しろいし』

にて募集いたします。

※昨年、rふるさとの山を観る講座」

を受講された方は特別講座にこ参加

ください。

回

1

2

3

4

内容・場所

ざぜん草・水芭
蕉の観察
〔山形市植物園〕

刈田岳～熊野岳
を歩く

〔刈田岳熊野岳〕

あぶくま洞～黒
塚を見学
〔福島県滝根町〕

晩秋の霊山を訪
ねる〔伊達郡霊
山町“霊山”〕

日程

4／25
1却

7／25
（火）

8／29
吠）

10／31

閃

募集時期

広報しろい
し

4月号
広報しろい
し

7月号
広報しろい
し

8月号
広報しろい
し

10月号



屍「 6
ー』

』
＝
一

膓スパッシュランドしろいし費29－2326
3月の休館日 8日・22日

生涯スポーツ推進事業少年水泳教
○日　時　3月27日〔川・29日1火）

　　　午後1時～3時
O場所スパッシュランドしろいし

O対象市内の小学生
O募集人員　30名

O受講料　無料（但し利用料金は各

　　　自負担）

O送迎
市役所（12時30分発）から無料送

迎いたします．

O持参するもの

水着、水泳帽、バスタオル等

O申し込み方法

　　　　　　　・ン　影
　　Lゑ　　　　　　　　鱒プ｛・　ず　　』　b　・　一

　　　　セ　プ　　　じ　　　ド　　　　　　　ド　　　しつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　・　　　　　　　一・鞭畷

r．1㌧る．、、亀　　r’・鯉
　　　　｝∫∫・

穣藏£
鯉鞭宅 　　　　　証，櫛

　3月17日までに市教育委員会生涯

学習課TEL25－2111（内線）413または

スパッシュランドしろいしa
29－2326へお申し込みください。

第2回東日本国公立大学

　室内水泳記録会

　3月13日（月）スパッシュランドしろ

いしで、「第2回東日本国公立大学

室内水泳記録会」を開催いたします。

当日は、午前10時から午後4時ま

で、岩風呂とバーデゾーンだけのご

利用となります。なお、2Fギャラ

リーから大会の応援ができますの

で、ぜひお出かけください。

各教室のこ案内　一4月1日から受付開始
纏醸、

曜　　日

教
室
名

午

前

凋
・
時

間 夜

月　　　　火　　　　　　水
水泳教室

（10：30

～11：30）

水泳教室
（14：00

～15：00〉

トレーニング教室

〔18：00）

　～19：00）

水泳教室

（10＝30

～11：30）

アクアビクス教室

　（14：00

　－15＝00）

エアロビクス教室

　（18：00

　～19：00）

　　　（平成7年4月～平成8年5月1

木　　　　金　　　　　　　土
アクアビクス教室

　（10；30

　～11：30）

水泳教室
（18：00

　～19：00）

5／11～11／2

水泳教室
（10：30

～11：30）

トレーニンゲ教室

（18100

　～19：00）

※なお5月から翌年3月までの第3水曜日10時30分～14時30分まで湯っくき）湯った
催します。募集は4月に行います。

　■水泳教室
　○内　容　　〔基礎コース〕まったく泳げない方を対象

エアロビクス教室

　（14；OO

　～15：00〉

エアロビクス教室

　（15：30

　～16：30）

）温泉教室を

鐵

　　　　〔中級コース〕泳ぎがじょうずになン）たい方を対象

○募集人員　基礎コース、中級コースとも20名

■アクアビクス教室

O主催　白石市国民健康保険
O内　容　　体に無理のない水中での有酸素運動を行います。

○募集人員　18歳以上の市民35名

、
≒
』

箋

9薯

　
F置メ・島壁叉

　　　　　　　メ．　広　　　　f、一薄1　・…響、

■エアロビクス教室

○内　容　初心者コース、初級コー

　ス、中級コースに分かれています。

O募集人員　各コースとも18歳以上

の一般市民15名

■トレーニング教室

O内　容　エアロバイクや各種筋力

マシーンを使い、腰痛や肩凝り予

防の運動を行います。

○募集人員　火曜コース、金曜コー

　スがあぴ）、各コースとも18歳以上

　の一般市民15名

　
寸
　
亦

　
し

　
け

　
　
こ

　
郎

　
治

　
弥 岱26－3993

　　　　　　　　　　　　［ε
　妬　　　　　　’・　　　　吟『

謬騨讐r凝－、．馨、．．、

　　　　　　　　1く　Fp　箴⊥不忘山の眺望か　　、　　　　　　’写

　　　　　　／　　ヌ　　　みことです．　　　　　　移　エレベーダ研修体

諜里楡難融
　　　へ　　　　　　　　　　　ノコ　　　　　ヘヘ　り　　　こけしの　ポ　あや
　　　　　　　　　　よドヌ　ニこむナしづくりを
　　　　　　　　　ロノ　　　　するコ　ナ　など1乍業レ

　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　訟赫野袈　　　　　　　　2F楼薬即売

　　　　　　　　　　　　　　　出ロ

弥
治
郎
の
こ
け
し

弥
治
郎
こ
け
し
の
特
徴
は
、
ベ
レ
ー
帽
の

よ
う
に
彩
ら
れ
た
ろ
く
ろ
模
様
の
大
き
な

頭
と
ろ
く
ろ
模
様
が
多
用
さ
れ
た
胴
体
に

あ
り
ま
す
。
は
じ
め
は
子
供
向
け
の
玩
具

と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
も
の
で
し
た
が
、

現
在
は
鑑
賞
用
と
し
て
収
集
さ
れ
、
大
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
明

治
時
代
の
中
ご
ろ
ま
で
は
原
始
的
な
二
人

挽
き
ろ
く
ろ
を
用
い
て
作
ら
れ
ま
し
た
が
、

現
在
は
モ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た
ろ
く
ろ
で

作
ら
れ
ま
す
。
弥
治
郎
こ
け
し
独
特
の
模

様
も
手
描
き
か
ら
ろ
く
ろ
模
様
が
多
く
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
の
型

が
で
き
上
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。

1F展示室
森からこけしまで。

そして弥冶郎の生活と

民俗．その歴史を一堂に
展示しています。

≧秀“…　一嘩転≦一
　　　　　　　　「雛の宴展」開催中

　　若手工人手づくりの温もりあふれるお雛さまと、クラフト作家が紙、

　などを素材に潭向を凝らした人形などを集め、展示販売いたします。

　ぜひお越しください。

　O期　間　2月3日（金）～3月3日（金）午前9時～午後3時30分

　　轡華1》

・撫◎鶏

凝漁ゾーンBゾーン號

■開村時間

■休村日

■入場料金

11月～3月まで：午前9時～午後4時

4月～10月まで：午前9時～午後5時

毎月第2、第4水曜日（祝祭日の場合は、翌平日）

年末年始は12月28日から1月4日まで休みです。

大　人　　400円　　　大学生以上

小　人　　　200円　　　高校生以下

団　体　　　20人以上　　2割引

母武家屋敷（臆家＿家）
低24－2162

醤．≧寵

■開館時間　11月～3月まで：

　　　　午前9時～午後4時
■休館日　毎週月、水曜日　（祝祭

日の場合は、翌平日）

■入場料金　一般・学生200円

　　　　小中高校生100円

　　　　　園

凹

ひ

L　I　BRARY　NEWS

★今月の書棚（子ども読書室）

　　　く全7巻＞ポプラ社

（小学校中学年～高学年向）

■新着図書30選

1．Q＆A誰にもわかるマルチメディア入門

　　　　　　日本経済新聞社編
．菜根謹　　　　　　　　久須本　文雄著

．大江戸魔方陣・徳川三百年を護った風水

の謎　　　　　　　　　　加門　七海著

．宮城県の山　　　　　　早川　輝雄編著

．大円高時代・1ドル＝80円台の恐怖とそ

の背景　　　　若林　栄四・佐中　明雄著

6．かしこいおもちゃの与え方・あふれるば

かりのおもちゃのなかで　　岩城　敏之著

7．おふろの楽園・あなたにピッタリの入浴

法を伝授します．　資生堂新規事業部編著

8，季節よもやま辞典・倉嶋厚の辞書遊び
　ノート　　　　　　　　　　　倉嶋　厚著

9，新々見えない死・脳死と臓器移植

　　　　　　　中島みち著
10．まぼろしのニホンオオカミ・福島県の棲

息記録　　　　　　　　　藤原　仁編著

11．初歩の天体観測　　　　　平沢　康男著

12．醸技（かもしわざ）　　　小島　喜逸著

13，はじめての簡単木工・簡単木工で暮らし

　がどんどん楽しくなった！

　　　　　　　主婦と生活社編
14．入気のお菓子作り入門　主婦と生活社編

15，乗馬基本レソスン

　　　　　監修・アバロン乗馬学校
16，はじめての折り紙　　　　　山H　真著

17．日本語はどんな言語か　　小池　清治著

18．烙印　　　　　　　　　　貫井　徳郎著

19，懐かしい場所　　　　　内海　隆一郎著

20。ほうけ奉公・殺生方控　えとう　乱星著

21．心に残る話7『94年度新鋭随筆家傑作
　撰　　　　　　　　　　日本随筆家協会編

22，ロシアからの招待状

　　　　駒井　利江・古賀　嘉之著
23．夜行虫・小説・商社の犯罪

　　　　　　　江波戸　哲夫著
24　町医者の寝言　　　　　　　崔　達俊著

25　軽薄のすすめ　　　　　吉行　淳之介著

26　その夜の雪　　　　　北原　亜以子著

27　家族の行方　　　　　　　矢l　I敦子著

28．軍師竹中半兵衛　　　　　八尋　舜右著

29　黄金の眠る場所

　　ダン・オブライエン著・佐宗　鈴夫訳
30　秘密糸吉ネ上蓼キ門〔ホンメン）

　　　　　夏之炎著・布施　直子訳

○開館時間　火曜～土曜日　9時～17時

　　　日曜日　　　　10時～16時
○休館日　3月6日、13日、20日、21日、

　　　27目、31日月末整理日



　輝いています。今のあなた

★　　　　　　　　㊨．
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平成7年度白石市奨学生募集〃 白石市外二町組合の

　臨時職員を募集します

　市内に1年以上住んでいる方の子

弟で高等学校以上の学校または、こ

れと同等の学校に在学する学術優秀、

品行方正、心身ともに健全で経済的

事由により学資の支払いの困難な学

生を対象に奨学生を募集します，

区　分

大学生

短大生

生校盲
同

募集人員 貸付金額

51塑」．月額251000円

3人以内　　月額25，000円

2人以内 月額15，000円

※募集人員は応募状況により変更す

る場合もあります，、、

○申請の手続き　市教育委員会に用

意された申請用紙に所定の事項を記

入し、学校長の推せん書・成績証明

書・在学証明書を添えて、5月10日

（火）までに申請してください。

　なお、日本育英会等の奨学金を受

けている方はご遠慮ください。

○貸付金の償還

①貸付期間満rの6か月後から月賦

均等償還により、貸付を受けた期間

の2倍に相当する期間内に償還する。

（繰り上げ償還もできます。）

②償還金は、納入通知書により市内

の収納代理金融機関に納入します。

※詳しくは、市教育委員会事務局管

理課総務係智25－2111（内線）404・405

へo

こけしに関する短歌、俳句、
　　　　　　　　　川柳の募集について

O職種及び採用予定人員

　看護婦　　（臨時職員）若干名

　看護助手（臨時職員）若干名

　調理員　　〔臨時職員）若干名

○応募要件

　平成7年2月1日現在で満年齢40
歳末満の者で心身ともに健康な者

○採用予定年月日

　平成7年4月1日

○勤務場所　公立刈田綜合病院

0募集期間　平成7年3月31日まで

※雇用条件その他についてのお問い

合わせは、公立刈田綜合病院庶務課

ノk事係へ恩25－2145（内線）320

白石市民春まつり
イベント参加者募集！7

　第37回全日本こけしコンクールが

5月3日から7日まで、市民会館に

おいて開催されます．その際、発行

されます出品者リストパンフレ・ソト

にご応募いただいた作品を審査のう

え入選作品を掲載発表いたします．

　次の要領によりふるってご応募く

ださい。

○種別と条件

・短歌、俳句、川柳でこけしに関す

　るもの

・作品は未発表のものに限る。

○応募方法　短歌、俳句、川柳それ

ぞれ一人3首（句）までとし、封書

または、はがきに住所・氏名（雅号

の方は雅号・氏名両方明記）・電話

番号・種別を明記すること。

○選　者　短歌　川股兵三先生

　　　　俳句　遠藤秋尾先生

　　　　川柳　鈴木誤差先生

○申込先　〒989－02

　白石市大手町1番1号

　（白石市産業部商工観光課内）

　全日本こけしコンクール事務局

○応募締切　3月31日（金必着

○その他　入選作品の版権は、全日

本こけしコンケールに帰属し、各種

印刷物に使用させていただきます。

籔

　　　　　卿1郵ll帥1ン1

　　　ト
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　白石市民春まつり協議会では下記

のイベントを計画してお1）、それぞ

れ参加者を募集しています．参加資

格は特にありませんが、春まつりを

盛り上げて下さる方ならどなたでも

結構です。

　皆様の参加をお待ちしてお1）ます。

1　春まつりパレード（樽1みこしを

　準備してお1）ます）

2　平成片倉家中旗コンクール

3　片倉甲冑行列

○参加申し込みお問い合わせ先

〒989－02　白石市本鍛冶小路！3

　　　　白石青年会議所内
「白石市民春まつり協議会

イベント係」ao224－24－4555

0受付時間　　（月曜～金曜まで午前

10時から午後2時まで）

生涯スポーツ推進事業

　　　ボードクライミング講習会

　登山の全く経験のない人でも、ス

ポーツ感覚で気軽に楽しめる「ボー

ドクライミング」にチャレンジして

みませんか1

0日時　　平成7年3月19日（日）

　　　　　9：00～11：30

0場　所　　益岡公園クライミング

　　　　　ウオール

O対象者　　小学4年生以上

○定員　　30名

O申し込み方法

　3月10日までに市教育委員会生涯

学習課体育係智25－2111（内線）412

へ申し込みください。

　　　　き‘．毒＼1褥1

、

ー
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NHKではみなさんのお手元の
　　　　　　貴重な資料映像を深しています

　N　H　Kではみなさんのお手元にあ

る貴重な資料映像を探しています。

　戦後50年、NHK放送開始70年を

記念した事業で、みなさんから寄せ

られた映像などをもとに、「地域特

集番組」を企画するほか、21世紀に

むけ東北地方の文化遺産として活用

を図ることにしています。

○募集する映像と内容

　戦前、戦後から昭和40年ぐらいま

での写真やムービー（フィルムやビ

デオ）で

　・戦災と復興、津波などの災害、

　開拓や開発、交通の変化など時代

　の記録となるもの。

　・都市や農漁村の今では見られな

　い暮らしや風俗、風景や建物など。

O応募方法
　手紙かファックスで映像の種別

（写真、8ミリなど）、撮影年代と

内容、所有者（又は連絡先）の氏名、

年齢、電話番号を記入してください。

（写真の場合、できれば手紙に写真

のコピーを同封してください。）

○申し込み・問い合わせ先

　〒980　仙台市青葉区錦町1－IH

　N　H　K仙台放送局

　「市民映像資料募集係」

盈022－223－9861

FAXO22－223－9862

保健栄養教室受講生募集〃
　「健康→健行→健幸」

　毎日“健康”に暮らしていますか。

　健康を維持し、生きがいのある楽

しい毎日を過ごすために、保健や栄

養などの知識を身につけるこの教室

にあなたも参加してみませんか。

平成6年度より託児も行なってお
ります．

O期　間　平成7年4月～

　　　　　平成8年2月〔12回）

○会場健康センター
O募集人員　50名

○受講料　1回300円（実習材料費

　　　　の一部負担として）

○申し込み締切日　3月20日鳳

○申し込み・問い合わせ先

　市保健課〔四25－2111内線606・607）

仙台一高通信制生徒募集〃

　仙台第一高校では、中学卒業又は

これと同等以上の学力を有する人を

対象に、通信制生徒の募集を行なっ

ております・ なお、特科生は学歴を

問いません。

O定員
　高校課程・特科生あわせて500人

0お申し込み・お問い合わせ先

　宮城県仙台第一高等学校通信制

　留022－293－6739

市営住宅入居者
　　　募集について

○第一種住宅

　（収入基準！98，000円以下）

団地名

新　館

寿　山

型　式

3　1く

3　1く

家　　　賃
（敷金は3月分〉

3，000円～

　7，400円

3，300円～

　3、500円

空家
戸　数

8戸

14戸

o第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

団地名

緑が丘

新　館

型　式

3DIく

3　1く

家　　　賃
（敷金は3月分）

14，500円～

　18，000円

6，200円～

　12，600円

空　家

戸　数

8戸

1戸

　市建設課で随時先着順に受付して

います。

　詳しくは、市建設課住宅係a25－

2111（内線）262へお』問い合わせくだ

さい。

緑が丘県営住宅
　入居者募集について

○第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

寿　山

型　式

3　K

家　　　賃
（敷金は3月分）

14，500円～

　16，5QO円

空　家

戸数

20戸

　申し込み、問い合わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20（財）宮城県建築

住宅センターao22－224－0014へ。

兵庫県南部地震災害の
　　　　　　　義援金受付

　兵庫県南部地震災害の義援金を市

福祉事務所で、4月17日まで受け付

けています。（事務連絡所、公民館、

水道事業所での窓口は2月末日で終

了しました。）

　詳しくは市福祉事務所総務係智

25－2111（内線）152にお問い合わせ

ください。

　市民の皆様のご協力で2月15日ま

でに集まった義援金14，264，781円は

日赤宮城県支部に送金いたしました。

　ご協力ありがとうございました。



韻》珍笹

休日当番医

3月5日
内科　三浦クリニック　費25－6845

外科刈田病院費25－2145
歯科　高沢歯科医院　恐25　5220

3月12日

内科　刈　田　病　院　費25－2145

外科　刈　田　病　院　智25－2145

歯科高橋歯科医院盈26－3543
3月19日

内科　刈　田　病　院　費25－2145

外科　刈　田　病　院　姪25－2145

歯科　富岡歯科医院　a24－4362
3月21日

内科　広　瀬　医　院　恐25－0238

外科銭谷医院費25－2010
歯科　村上歯科医院　倉26－2678

3月26日

内科　海　上　医　院　智25－1501

外科　宮　城　医　院　盈25－2062

歯科　真壁歯科医院　智32－3122

※都合により変更になる場合がありま

す。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故1／1昇暴絆

事故発生件数

死亡者数

負傷者数

物損件数

74イ牛　（111件）

0人（0人）

7人（16人）

67イ牛（98｛牛）

顧人口　42，229人（前月比）一14　■世帯数

　　雁20・771　辱2L458舎12・411
※住民基本台帳から

1月31日現在

紙
（
－

上からお礼申しあげます

生活基盤の整備や白石城復元資金

として、次の方々からご寄附をいた

だきました。紙上からお礼申しあげ

ます。

角張正人氏、小関英治氏、㈱一光

代表取締役矢野敬子氏、後藤政雄氏、

高橋留雄氏、大橋良雄氏、遠藤斉氏、

昭和29・30年白石同年会　会長佐藤

1目

ノし8

秀二氏、村上朝夫氏、山田昇治氏、

㈲奥山左官店　代表奥山源一氏、高

橋たけ氏、高橋一洋氏、高橋修三氏、

西宮麻子氏、高橋達氏、佐竹亀弥氏、

南中第13回卒業生　代表畑中文紀氏、

斎藤太助氏、山田乳業（掬代表取締役

山田實氏

童館利用のお知らせ

児童館とは…専門の児童厚生員の

指導により、児童に健全な遊び等を

与え、健康を増進し、情操を豊かに

することを目的とした児童福祉施設

です。

利用できる児童…市内の小学校に在

籍している児童であれば、どなたで

も無料で利用できます。

利用の手続き…利用方法には、「登

録児童」と「自由来館児童」の2通

りがあります。

・「登録児童」

両親が共働き等留守がちな家庭で、

学校帰りなど、通常毎日利用できま

消

す。なお、申し込みは3月17日まで

ですので、希望する児童館に必要書

類を提出してください。申し込み用

紙は各児童館、福祉事務所にありま

す。

。「自由来館児童」

登録児童以外の児童で自由に来館

でき、特別な手続きはありません。

○お問い合わせ先

第一児童館（亘理町）

費25－7070

第二児童館（白石沖）

公25－3875

福祉事務所盈25－2111内線151

費生活相談室からの緊急情報

新聞折り込みに「自宅アルバイト

情報」という問題商法のチラシが折

り込まれましたが、簡単に高収入は

得られませんので、お心当たりの方

は、断ることをお勧めいたします。

万が一申し込まれた方は消費生活相

談室にご相談ください。

盈0224－53－3111（内線）220，235

「明るし、選挙啓発」標語募集の

結果について
　1月号の広報しろいしにより募集

いたしましたところ、市民の皆様か

ら224編の多数の応募をいただきま

した。最優秀は次の方々です。

・小学校の部　最優秀

白石市立第二小学校

6年　押野光紗さん

選びましょう

　　みんなで信頼できる人

・中学校の部　最優秀

白石市立小原中学校

　1年　高橋新之介

明るい未来

　あなたが拓く　この一票

刈田病院の土曜休診日は3月1旧・25日です。

平成6年度中における交通事故

発生状況のまとめ

1　交通事故の発生状況

区　　分
県内の交通事故

白石警察署管内

白石市内の事故

発生総件数

49，854件

988件
647件

人身事故

8，351件

233件
163件

死　者
185人

7人

5人

者を易

9，429人

274人
190人

物損事故

41，503f牛

755件
484件

2　交通事故の特徴

・死亡事故が前年2件2人から5件

5人に増加した。

・人身事故ではわき見による追突と、

交差点の出会い頭の事故が多い。

。二輪車、高齢者の事故の割合が高

い，⊃

・人身事故中の重傷事故が増加した。

・歩行者の死者が2人であった。

・人身事故の約7割が白石市で発生

した。

3　事故防止のポイント

・シートベルトを締めていれば助か

ったケースが増えています。シー

トベルトはあなたの命綱です。

・歩行者は運転者から見えやすい明

るい色の服や、反射材を身につけ

ましょう。

・交差点では、安全確認を確実に。

　　　　　　　交通事故防止の決め手
　　　一人ひとりが交通事故の悲惨さを正しく認識し、

“ルールとマナーを守ること”

ゴ
ミに関するクイズ〈正解＞

1①環境の日

2　②Recycle（リサイクル）

3　③減少している

4　①青・緑・赤

5　②3，000円

6　③100万円以上

7　①エコマーク

8②蔵王町
（解説）

3　平成5年度の可燃ごみ収集量は

！0，361トン、約10トン減っていま

す。

4　燃えるごみの指定袋は青、資源

ごみは赤、燃えないごみは緑と決

められています。

5　容器には2種類あり、それぞれ

130㍑一5，000円、190111，じ一6，000円

から補助金3，000円を減じた額が

負担する金額となります。

6．平成5年度の報奨金総額は、

1，267，909円。現在52団体が登録

　しています。

8．仙南リサイクルセンターの所在

地は、蔵王町大字平沢字新並124

　－104　　（智33－2225）

　持ち込みの処理料金は100kgま

で309円、また施設見学も受け付

けています。

以上、多数のご応募ありがとうご

ざいました。

今後も環境行政の推進にご理解と

ご協力をお願いいたします、

時代が薫る人形展in武家屋敷
誰もが童心に帰るひな祭り。武家

屋敷では昔なつかしいひな人形を中

心にたくさんの人形を展示して皆様

をお待ちしております。武家屋敷で

時代の薫りを感じてみませんか。

O日　時　2月25日～3月5日

O主催白石市教育委員会
○共　催　白石市文化体育振興財団

O会　場　片倉家中武家屋敷

　　　　「旧小関家」

予
防接種を受けられる方へ

予防接種の受け付けの変更

　4月から予防接種の受け付けが変

更となりますのでお知らせいたします。

O受付日　毎週木曜日

O受付時間
午後3時30分から午後4時までと

なりますので、時間厳守のうえご来

院ください。

国
の教育ローン

高校や大学、専修学校、各種学校

などの入学者や在学者は、国民金融

公庫の「国の教育ローン」を利用す

ることができます。

詳しくは「国民金融公庫仙台支店」

（盈022－222－5171）にお問い合わせ

ください。

春の全国火災予防運動

山火事予防運動3／1～3／7

厳しい冬も終り、日一日と暖かさ

を取り戻し始めるこの季節。

　しかし、この頃から4月、5月に

かけては焚き火や野焼きをする機会

が増えるとともに、空気が乾燥し風

の強い日が多いことから、“火災の

季節”でもあン）ます。

　このような時期を迎えるにあたを）

3月1日から7日までの1週間は、

平成7年春の全国火災予防運動と全

国山火事予防運動が実施されます。

火災のほとんどは人災であり、火

を使う人のちょっとした不注意で発

生します。日頃から一人ひとり「火

の用心」に努めましょう。

“安心の　暮らしの中心　火の用心”

‘‘不注意に使う火がよぶ山の火事”

O問い合わせ先
白石市教育委員会生涯学習課

25－2111（内線）412

0入場料　通常の武家屋敷観覧料で

　　　ご覧いただけます。



レ碧水園からイベント情報…　

★仙台喜桜会、白石喜多会

　「新春謡と仕舞の会」入場無料

　どなたでもご観覧いただけます。（子供も可）’

○日　時　3月12日（日）10時～15時

O主催白石喜多会
★こども茶会

高校生以下は無料です。この機会にお茶の楽1

しさを体験してみましょう。

○日　時　3月5日（日）10時～15時

大人も参加できます。

★碧水園茶会

　初めての方もお気軽にどうぞ。簡単なお茶の・

み方の指導もいたします。

Oお茶・お茶菓子代　400円

○日時　3月26日（日）10時～15時

号ピッ1瑛循館

ド　”

θ』◎
劃r■F繊

「ふしぎなくつ」

鐸綴

麟　　　　　　P　　　　　　辱
　　　倉内ひとみちゃん

　　　　（白二小3年）

白石城篠 魯

最後まで手つかずで残って咳瀦マ』1

た一ノ門の紅勤，嬉2月べ謹鞍㌔一㌧
凪約1尺四方の闘二本が惹　　一1・
礎石の上に据え付けられた，＿　　．諦・
ノ門は、門といっても非常に簡　　　　．　　　　　111
　　　　　　　かふき　　　　　　　　　　　　　　　震　㌧
単な作りで、柱の上に冠木（門　　　・　　　　　　　、．

柱の上部を貫く横木）が乗り、

その上に瓦が葺かれる。　　　　　　一一…　　　　　　　一

言ってみれば塀の延長のような門で、扉はない。そして一ノ

門からニノ門に至る通路は極端に狭くなっている，多くの敵が

一度に攻めてくるのを防ぎ、ニノ門前で矢狭間などから敵を倒

すためでもあるのだろう、，

　またこの日、天守閣につながる土塀では、総勢20人の左官職
　　　　　　しりくい人が入り急ピッチで漆喰で中塗りを行っている。寒い期問の作

業は大変である。1回塗ったら、完全に乾燥させなければ次の

塗ひ）に入れないからだ。そのため塀はすべてシートで覆われ、

24時間暖房が焚かれ、乾燥しやすいように、そして凍らないよ

うにしてある．

　〔仮称）歴史探訪ミュージアムも足場が取り払われ、全貌が

見えてきた。日一日と変わりゆくr］石城とともに城の野梅もふ

くらみ、季節は確実に春の装いに代わりつつある。

誕蜜覇舐愚臨
禰

　　　　　　γ寡．』3

　　、塑一矯・
　櫛　　　1・‘．、…　1
＼麗！’＿・馳温1

　、ズi　・

　　司墨一　　　　胴
　　賓い

大庭罐騰、君，山，

茂信さん、智子さんの長男、次男

ママからひとこと

思いやりのあるやさしい子になってね

パパからひとこと

いつも明るく元気に！1

σ

市 長

人権擁護
行 政

生 活

社会保険
消費生活
補聴器巡回
サービ　ス

無料法律

障　害　者

青　少　年

曲
辰 家

こころの相談
（孝青率申f呆f建）

15

15

15

15

6・27

15

毎週月・水・金

リオン
9・23
ニホン
24

15

9

　毎週
月・火・木・金

10

2

獅
胴
欄

■
旧

10：00～12：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～12：00

9：30～15：00

10：00～15：00

13：00～14：00

10：30～ll：30

10：00～15：00

市民室　＠1
第2会議室　　＠2

第2会議室　　⑫2

第2会議室　　＠2

福祉事務所内相談室

　　　　④1
第3会議室　　⑲3

健康センター1階
生活環境護果

福祉事務所　　＠1

第4会議室　　⑲4

電話相談、手話での相談もできます、a25－2111内線35i
　　　　　第3会議室　＠310：00～15：00

9：00～17：00

！0；00～12：00

9：30～11：00

青少年相談センター

　　　　＠4

市民室　＠1

健康センター


